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異尾類幼生の多様性：琉球列島の浅海域に生息する

ヤドカリ類の初期生活史

ＰＳ-24

藤田喜久

琉球大学大学教育センター・非常勤講師

エビ類・カニ類を含む十脚目の甲殻類(十脚甲殻類)は，種数も多く，陸域か
ら深海までの様々な環境に生息しており，琉球列島の高い種多様性を支える重

要な生物群の一つである．この十脚甲殻類の中に，ヤドカリ類，コシオリエピ
類，カニダマシ類など，外見的に極めて多様な形態を持つ動物群から構成され
る「異尾類(異尾下目)」と呼ばれる一群がある．異尾類は，分類学的にはエビ類

(コエピ下目)とカニ類(短尾下目)の中間的な位置に置かれていて，系統的に興味
深いグループである．この異尾類の形態的多様性は，幼生に関しても同様であ
り，例えばヤドカリ類やコシオリエビ類のように，いわゆる’１エビ類型１１の幼生

を持つものや,スナホリガニ類やムギワラエピ類などのように'１カニ類型Ⅱを呈

するなど様々である．演者は，幼生形態や初期生活史情報の比較から異尾類の

系統類縁関係を推察することを最終的な目標として研究を進めており，これま
でにサンゴ礁域に生息するコシオリエピ類，カニダマシ類，ムギワラエピ類，
スナホリガニ類の記載研究を行ってきた．

ヤドカリ類は，主に巻貝の空殻に体の腹部を隠して生活している．分類学

的には，ホンヤドカリ上科に属し，一見カニ類様を呈するタラバガニ類を含め

ると，世界に７科128属約1500種が知られる．ヤドカリ類(タラパガニ類を除く）
の幼生記載研究は，国内外において決して少なくなく，現在までに５科29属約

１３３種もの幼生形態が知られている．しかし，その研究の多くは，１）プランク
トン採取標本を記載したもので種名が不確実である,２)室内飼育による記載であ
っても1970年代までに行われたものが多く，現在の幼生記載水準から見ると記

載に不十分な箇所が多々ある，などの問題があり，系統類縁関係を考察するた

めの詳細な形態比較を行うことが困難な状況にある．さらに，知見の多くは，

大西洋種および太平洋東岸に生息する種に偏っており，インドー西太平洋域，特
にサンゴ礁域に生息する種についての報告は著しく制限される．

以上の状況を踏まえ，本研究では，サンゴ礁浅海域に生息するヤドカリ類

の初期生活史の解明を目的とした現在までに，２科(ホンヤドカリ科・ヤドカ

リ科）７属(QJJci"“，Ｐ`Zg”js花s，、α伽"鰹３，PolMJCz"OPag灘'ＷＳ，Ｐｙ/ｏＰａｇ"mPsjs，
Pag"rim３，Ｐ`zg"、s)１２種のヤドカリ類幼生を飼育した．これらのうち，QzJcj"〃

の３種，け/・Ｐ`zg皿mpsjsの３種，PZJg"riF花ｓの１種の計７種は，孵化幼生からメ

ガロパ幼生までの完全飼育に成功した．特に，PyJqpag"mpsis属の室内における
完全飼育は世界で初めての事例となる．また，Ｐｏ７Ｍ/α"opag必、ｓ属のチピカイ
ガラカツギＲｚ７ｗｃａｒ伽,2sは，第１ゾエア幼生のみ得ることができたが,抱卵雌
からの孵化幼生の記録は今回が初めてとなる．


